
東
北
の
海
に
生
き
る

漁
師
た
ち

包
み
込
む
よ
う
に
、
穏
や
か
な
海
が
広

が
る
。
風
は
冷
た
い
が
心
地
良
い
。

　「
お
い
、
そ
こ
の
２
人
、
大
丈
夫
か
？

し
っ
か
り
網
を
持
っ
て
！
」。
小
野
さ

ん
た
ち
の
漁
船
に
は
、
い
つ
も
と
違
う

メ
ン
バ
ー
が
乗
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
役
所
の
職

員
、
ハ
フ
リ
ザ
さ
ん
と
ユ
リ
・
マ
ル
ト

ゥ
ニ
ス
さ
ん
。
今
年
の
３
月
か
ら
、
一

般
社
団
法
人
東
松
島
み
ら
い
と
し
機
構

（
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）※
で
研
修
中
の
２
人
。
こ

の
日
は
東
松
島
の
漁
業
復
興
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
、
定
置
網
漁
の
視
察
に

来
た
。

　
東
松
島
と
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
。
こ
の

２
つ
の
都
市
の
共
通
点
、
そ
れ
は
地
震

と
津
波
だ
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
と
04
年
の
イ
ン
ド
洋
ス
マ
ト
ラ
沖

大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
。
こ
の
２
つ

の
自
然
災
害
は
、
大
切
な
人
を
、
家
を
、

仕
事
を
奪
っ
た
。「
漁
船
も
漁
協
も
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
こ
を

離
れ
る
な
ん
て
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

海
が
好
き
だ
か
ら
ね
」
と
小
野
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
地
域
を
挙
げ
て
懸
命
に
復
興

が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
多
く

の
人
が
、
東
松
島
市
内
の
仮
設
住
宅
で

生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
で
は
―
。

「〝
ツ
ナ
ミ
〞と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら
ず
、

多
く
の
人
が
逃
げ
遅
れ
て
命
を
落
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
」。
そ
ん
な
ハ
フ
リ

ザ
さ
ん
は
、
な
ん
と
日
本
の
マ
ン
ガ
を

特集  研修
見る日本、感じる日本

通
じ
て
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て

い
た
。
す
ぐ
さ
ま
家
族
と
友
人
を
連
れ

て
高
台
に
避
難
し
、
九
死
に
一
生
を
得

た
。

　
そ
ん
な
２
つ
の
都
市
に
、
３
・
11
の

後
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。
国
は
違

え
ど
、
思
い
は
一
つ
。「
災
害
と
向
き

合
い
、
み
ん
な
で
地
域
を
支
え
て
い
き

た
い
」。〝
相
互
復
興
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
研
修
と
い
う
形
で
交
流
が
始
ま
っ

た
。

　
漁
を
終
え
、
港
に
戻
っ
て
き
た
後
は

室
浜
漁
協
へ
。「
さ
あ
、
聞
き
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
ど
う
ぞ
！
」
と

小
野
さ
ん
。
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
で
も
漁

業
は
重
要
な
産
業
で
あ
る
が
故
に
、
準

備
し
た
質
問
項
目
は
20
以
上
。
震
災
直

後
の
様
子
や
原
発
問
題
な
ど
、
２
人
の

容
赦
な
い
問
い
掛
け
に
、
小
野
さ
ん
は

一
つ
一
つ
、
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。

「
ま
、
漁
師
に
必
要
な
の
は
勘
と
度
胸

だ
よ
」。
そ
の
豪
快
な
笑
い
に
、
２
人

の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
。「
東
松
島
に
住

ん
で
み
て
、
人
々
の
復
興
に
か
け
る
思

い
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
き
っ
と
こ
れ
が
復
興
の
カ
ギ
で

す
ね
」
と
マ
ル
ト
ゥ
ニ
ス
さ
ん
は
う
な

ず
い
て
い
た
。

　
ま
た
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

最
も
大
切
で
難
し
い
の
は
、
災
害
の
経

験
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
。
ど
ん
な
に

　
　
　
　
　
　
　

　「
よ
ー
し
、
引
き
上
げ
る
ぞ
！
」

　「
ハ
イ
、
１
、
２
、
３
！
」

　
赤
茶
色
の
網
を
海
の
中
か
ら
引
っ
張

り
上
げ
る
と
、
大
き
な
サ
ケ
が
バ
タ
バ

タ
と
音
を
立
て
て
姿
を
現
し
た
。

　「
今
日
は
少
な
い
な
あ
。
も
う
サ
ケ

の
時
期
は
終
わ
り
だ
な
」

　
そ
う
は
言
っ
て
も
、
網
の
中
は
丸
々

と
し
た
サ
ケ
が
ぎ
っ
し
り
だ
。10
月
末
、

宮
城
県
東
松
島
市
の
宮
戸
島
沖
。
冬
が

真
近
に
迫
る
東
北
の
海
は
、
漁
師
の
小

野
幸
男
さ
ん
い
わ
く
〝
絶
好
の
漁
日

和
〞。
早
朝
６
時
、
真
っ
赤
な
朝
日
を

共
に
災
害
に

立
ち
向
か
う

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
も
、
人
の
命
を

守
る
の
は
、
や
は
り
人
だ
か
ら
だ
。
こ

れ
に
は
「
日
本
人
も
忘
れ
っ
ぽ
い
ん
だ

よ
な
あ
」
と
小
野
さ
ん
。
両
都
市
が
抱

え
る
課
題
は
同
じ
だ
っ
た
。

　
こ
の
８
カ
月
、
東
松
島
の
復
興
の
在

り
方
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
学
ん
で
き

た
２
人
。
防
災
備
蓄
倉
庫
や
避
難
所
と

な
っ
た
学
校
の
視
察
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
調
査
…
。地
元
の
人
々
が
何
を
感
じ
、

求
め
、
復
興
を
進
め
て
い
る
の
か
、
自

国
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
探

っ
た
。「
慣
れ
な
い
冬
の
寒
さ
も
、
言

葉
も
大
変
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
街
を

見
直
す
き
っ
か
け
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
帰
国
し
た
ら
、
同
僚
た
ち
と
取
り

組
み
た
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
」
と
顔
を
見
合
わ
す
。
被
災
地
の
現

状
を
知
る
一
番
の
方
法
は
、
や
は
り
、

そ
の
土
地
に
根
差
す
こ
と
だ
っ
た
。

　
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
小
平
裕
子
さ
ん
は
「
こ

の
研
修
は
〝
学
び
合
い
〞
で
す
。
お
互

い
の
強
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
細
く
長

く
、
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。
そ

の
学
び
合
い
を
実
践
の
場
で
生
か
す
取

り
組
み
が
、
間
も
な
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の

根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
、
ま
た
い
つ

か
来
る
自
然
の
脅
威
と
向
き
合
う
た
め

に
―
。
同
じ
経
験
を
し
た
者
同
士
が
知

恵
と
技
術
を
分
か
ち
合
い
、
共
に
前
を

向
い
て
進
ん
で
い
る
。

東松島の漁業について、熱心に
質問するマルトゥニスさん（右）と
ハフリザさん

朝日が昇り始めたこ
ろ、定置網の設置場
所に到着。インドネシ
アの研修員も一緒に
なって引き上げる

獲れたサケは漁協か
ら市場に回される

沿岸部に設置された堤防は、震災後にかさ上げされた。穏やかに見える海の脅
威は、地域の人々が最もよく知っている

※東松島市が目指す「環境未来都市」の
推進、震災からの迅速な復興を実現する
ために、行政と民間を仲立ちする機関とし
て2012年10月に設立。東松島式復興モ
デルの海外普及を目指す。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
3
年
。

刻
々
と
状
況
が
変
化
す
る
中
、

今
日
も
復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
人
た
ち
が
い
る
。

宮
城
県
東
松
島
市
で
は
、
そ
の
輪
の
中
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
役
所
の
職
員
が
い
た
。

共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

写真＝渋谷敦志（フォトジャーナリスト）

HOPEのオフィスでは、イ
ンドネシアと東松島の復
興について情報共有が
行われている

漁船に乗せてくれた小野さん（右から３人目）、HOPEのスタッフたちと
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